
合意形成
住民との合意形成や
ニーズの反映、細かな

対応ができる

資料1.ワークショップでのコメントまとめ
～協働のメリット・デメリットと支援・解決策～

アイデア創出
異なる立場からの発想、

既存事業の見直し

専門知識
プロジェクトベース
で専門知識が得ら
れる、内部に専門家

を抱えると高い

連帯感
一体感が生まれ達
成感が向上、個々
のエゴの鎮静化

正当性の確保
民が主体となることで、公平
性などの制約で行政単独で

はできないことが可能

普及・啓発
地域住民による世代を
超えた啓発、企業と一
緒に行うことによる集

客効果など

継続・発展性
成功すれば事業が加速
する、単発で終わらない、

新規事業へ派生

メリット デメリット・課題

協力体制の
拡大・強化
住民のネット
ワークができる

相乗効果
単独でやるより人
数、予算拡大

責任感
自分事になる、
意識が変わる

下請け感覚
企画段階からの
協働、対等な関
係にならない

担い手を育てる
視点がないと

NPOが疲弊する

意思決定が遅い
足並みをそろえる、情
報共有、合意形成に

時間がかかる

認識のズレ
習慣や文化の違
い、期待のミス
マッチ、庁内での
情報共有不足

管理が困難
管理コストがか
かる、ノウハウが

ない

担い手不足
キーパーソンが固定し
ている、協働のリーダー
がいない、最終的に行

政が主導

ステークホルダー
の巻き込み

無関心層の取り込み、
利害関係者の調整

責任の所在
不明確になりや
すい、リスクマネ
ジメントなど

仕事が偏る
役割分担ができ
ない、特定の人に
仕事が集中する

協働意識向上
一緒に成長しようと
する姿勢が重要。

小さな成功事例を
示す。

信頼関係の構築
目的・情報共有の徹底
日常交流、職員のNPO

参加

役割の明確化
意思決定のスキーム構築
協議会、協定書の作成

リスクマネジメント 人的支援
行政がリスク管理、中間
支援が事務代行など得

意な領域で分担

人材育成
指導者、コーディ
ネーターが行政、
民双方に必要。
インターンなど

リスクマネジメント
行政が担う、本体NPOと

切り離すなど

情報発信
庁内でも共有しき
れていないので、
まず発信。広域の
場合は振興局に
担ってもらう。

市民の理解
広報を改善・工夫し意見

を吸い上げる

双方向の政策・コミュニ
ケーションが必要

有効な場面
重要であるが緊急では
ない案件（「外来種の駆
除」「健康維持」「環境保
全」「災害対応」等）

協働の評価
プロセスについて双方

向から評価する

事業効率

地域づくり

支援・対策
（人づくり）

支援・対策
（仕組みづくり）

役割補完
得意分野を活かし
て互いにカバーする
（事務手続き、専門
性、公共性など）


